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Tamiko OGURA 
The Relationship Between Early Language and 

Cognitive Development 

Abstract : The purpose of this paper is to clarify which early language behaviors correlate 

with which cognitive behaviors 

The subjects were 35 nursery school children from 10 to 21 months old. The language 
measure was the stage of single word utterances. The developmental process of single word 

utterances was divided into four stages the preverbal stage, the emergence stage in 
which the number of semi-referential and referential words are below 4, the growth stage 

in which referential words are from 5 to 10, the fixation stage in which referential words 

are above ll but without two-word utterances. For each stage one point was scored when 

the child had already passed the stage or was now at that stage. Otherwise zero was 
scored. Cognitive tasks were means-ends and causality which Miller et al (1980) used, some 

combination tasks, some memory tasks, drawing, manipulation of objects and play. The 
scoring of cognitive tasks was as follows : when each item of the cognitive tasks was 
achieved, one point was scored. Otherwise zero was scored. As to manipulation of objects 

and play, the percentage of occurence of behavior in each category, for example symbolic 
play, was calculated 

The partial correlations between language measures and cognitive measures were com-
puted. The results were as stage V of means-ends, the memory task in which children find 

a toy wrapped in a cloth, combination tasks in which children recognize the relation of 

objects and combine two paired pieces, and manipulation of objects with sensorimotor 
schemes already acquired, consequently the manuplation is suitable to their usage 

The cognitive correlates for the growth of single word utterances were the detailed and 

the differentiated recogntion of the environment and the increase of the appropriate mani-

pulation of the obiects according to their conventional usage with new schemes. At the 

growth stage, children began to know the meanings of the sounds and the identification 
of the objects, and to acquire vocal and gestural symbols. 

The cognitive correlates for the fixation of single word utterances were symbolic play, 

building a tower with blocks, scribbling and drawing a circle, and the memory task in 
which children find a toy hidden under one of three cups after the situation was screened 

for five seconds. To perform these tasks and produce referential words require the capacity 

for mental representation. 

The results suggested that several functions and structures were shared by early language 

and cognition, and that the shared functions and structures varied at each stage of single 

word utterances 

The hypothesis of local homology proposed by Bates et al (1979), namely that specific 

tasks are correlated at specific moments in development on the basis of a more limited set 

of shared structures, may be supported by this study 
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問　　　題

　初期言語と認知の間の発達的連関，相関性についての

研究は，1970年代後半から特にPiaget流の感覚運動

的知能と言語獲得の関係に焦点をあて報告されてきた（

Corrigan，1977．1979；Ingram，1978；Zachry，1978；

F1oger　et　a1．1978；Bates　et　a1．1977．1979；Mi11er

et　a1．　1980）○

　言語発達と認知発達を年令段階的に並列し，その対応

をみた研究の1つとしてIngram（1978）のPiagetら

の既存の観察資料を用いたものがある。初語は感覚運動

期の段階Vに生じ，数は10以下で少いが，いろいろな機

能に使用される。段階VIで語彙の増大があり，一証発話

に行為主や行為対象のような意味的役割が生ずる。表象

期に多証発話が出現する。Ingramは感覚運動知能の

各段階の全体的特徴と言語獲得の関係をみている。しか

し感覚運動知能の下位領域は必ずしも同時期に同段階に

到達するわけでなく，ずれ（deCa1age）があることが

指摘されており，ある段階が特定の言語行動に必要であ

るとする時，’段階”の意味を明確にしなけれぱならな

い。

　Corrigan（1977）は言語獲得にとり必要な認知発達

は心的表象であり，みえない所で移動が生じても捜すこ

とができる事物の永続性の第VI段階の能力がその1つで

あるとして，事物の永続性と言語得点（発声もO．5とカ

ウソトした平均発話長）の関係について調べている。9

ヵ月から1才10ヵ月まで3児を縦断観察した結果，順位

相関係数は高かったが，年令を一定にした時有意な偏相

関はなかった。しかし個人毎に一両者の対応をみると事物

の永続性の段階VIのはじまりと一語発話の出現が大ざっ

ぱに対応しており，前操f乍期のはじめに語彙数が増大し，

非存在と再出現の意味カテゴリーが出現したことを報告

している。

　Bateseta1（1979）は，9ヵ月から1才1ヵ月まで

25人の乳児をほぼ1ヵ月毎に4回，Uzgiris　and　Hunt

（1975）sca1esの模倣，事物の水続性，空間関係，目的

達成とcOmbinatOria1p1ay，symbO1ic　p1ayの認知メ

ジャーと，．身振り，言語生産，言語理解のコミュニカテ

ィブメジャーについて観察と母親への面接により資料を

得た。認知メジャーとコミュニカティブメジャー問の沢

山の相尉を算出し，模傲，目的達成，　combinatoria1

pay，symbo1ic　p1ay　がコミュニカティブメジャーと

高い相関があり，空間関係や事物の永続性は相関が低か

ったこと，認知メジャーとコミュニカティブメジャーの

相関は9～13ヵ月を4つにわけた各時期で異っていたこ

と，言語理解と言語生産では認知メジャーとの相関が幾

分ことなっていたこと等を報告している。この結果が，

Batesらは言語と認知の1oca1homo1ogyあるいは
sk111－spec1f1c　mOde1を支持LているとLている。

このモデルは，言語と認知は共通の構造的基礎をもち，

認知の特定の領域が言語の特定の領域と特定の時期に関

連しているというものである。相関のみからhom010gy

モデルが支持されるとはいいきれず，ana10gyモデル

の可能性をも含んでいる。相関のあった一方の領域の訓

練が他方の領域へ転移する，またその逆も生起する時

homo1ogyモデルが支持されるといえる。

　本研究においても初期言語と認知の関係を探る第一歩

として言語メジャーと認知メジャー問の相関により，一

証発話の生産と関係のある認知メソヤーをあきらかにす

る。ただし，年令を一定にした時の偏相関係数を用い

る。認知メジャーとして，Bates　et　a1の研究で相関の

高かった目的達成，combinatOria1p1ay　（ここでは

comb1nator1a1課題とよぶ），symbo11c　p1ay（本研究

では事物操作活動のなかでみる），ほかに，表象が関係

していると考えられる記憶，描画課題，Harding　and

GO11nkoff（1979）が意図的な発声と相関があったこと

を報告している因果性の課題をとりあげた。

　言語メジャーについては一語発話の出現から定着する

までの言語生産をとりあげる。初語がいつごろ生じるか

の判定はむずかしい。DOre　et　a1（1975）は初語の同定

に子どもの音韻形態が大人の言語形式に近い，事物ある

いは場面との関連で音を一定して使用Lているの2つの

規準をあげている。Bates　et　a1（1977）は，動作での

遂行の前言語的意図的コミュニケーショソから単語の指

示的使用に至るまでに発話行為価の異たる三種の語のよ

うな信号（田中，1982）を観察している。第1は指示価

がなく遂行機能に役だつへna－na（Mmm！”といっ

た単語様音声，第2は音声と指示対象の間に，ある最少

の関係があるが，この関係は儀式化された，機能にもと

づいた範囲内に限られ，やりとり行為に伴うDa！（Give！）

のような語で半指示語（semi－referentia1wOrds）と

彼らはよんでいる。第3は文脈の範囲で指示対象をあら

わしている音声，即ち指示語（referentia1words）で

ある。

　一語発話といってもその期間は初語が出現してから少

くとも半年はつつきその果たす機能が異なることからい

くつかの時期にわげられている。B1oom　（1973）は，

物の命名，状態についての評言，単純な要求が主である

1歳前期（1；4～1；5）と指示される物・人・事象
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の間の相互作用を表現する1歳後期（1；7～1；8）

にわげている。Ha111day　（1975）は，初期言語発達段

階を大きく三つの位相にわけた。位相Iは0；9～1；

4去で，内容・表現から構成され語彙や統語を含まない

二層構造をもち，原言語の段階といわれている。この段

階の音声には6つの基本的意味機能　　道具機能，規制

機能，相互作用機能，個人機能，発見機能，想像機能一

のセットが仮定されている。位相1皿は1；4去～1；6で

語彙一文法の学習と対話の学習がはじまり，質問に対し

反応する情報機能が芽生えてくる。この段階では，杜会

的な効用・効果をもつプラグマテイック機能を，環境に

関する子どもの学習に寄与するマセテイック機能の2

つが仮定されている。両機能は，はじめ1つの発話に共

存することなく，いずれか一方の機能しか働かないが，

位相nも終期近くになると2つの機能は一つの発話に共

存し，同時に発動されるようになる。位相皿は時期は明

確に示されていないが，内容・語彙一文法・表現の三層

水準をもつ成人言語の体系と機能が達成される時期であ

る。この相の機能には，観念操作機能，対人機能，テキ

スト機能の3つが仮定されている。

　日本では，早川（村田，1984による）が段階I（0；

10）　　表現行動の分節化の開始期，段階1I（O，11～

1，O）　　表現機能の分化の時期，段階皿（1，1

1；2）一意味般化・分化の時期にわげている。

　前言語期から一証発話が発現し，定着してくる過程に

ついては縦断研究によりくわしくみていかねばたらぬ

が，ここでは横断的に母親へ言語発達についての質間紙

を実施し，その回答から初期言語発達の時期をわけ，各

時期の言語生産と偏相関の高い認知課題をあきらかにす

る。

方　　　法

　被験児　松江市内の8ヵ月から27ヵ月の健常な保育園

児73名にことぼと認知の発達についての，母親への質問

紙と，実験を行い，その中から要求，知っているものへ

の指さしがあるが一証発話のない子ともから一蛮発話の

語彙は11以上あるが二語発話のない子ども35名を抽出し

た。月令範囲は10ヵ月から21ヵ月であった。

　実験課題及び手続　子ともとラポートをつげてから保

育室で個別に認知課題，事物操作活動を1－2日にわげ

て実施した。

　認知課題　TABLE1に示した。目的達成，因果性

はM111er　et　a1（1980）によるP1agetの感覚運動知

能の第1Vから第VI段階に対応した課題である。combina－

tion課題は2つ以上の事物問の関係認識をみるもので

TABLE1認知課題
目 1 手の届かない事物へ移動する（1V）＊
的
達 2 事物を得るために紐を用いる（V）＊

成 3 箱をあけて玩具をだす（VI）＊

因 4 干渉する手を払いのけて玩具をとる（1V）＊

果 5 ネジまき玩具を大人に動かさせる（V）＊

性 6 ネジまき玩具の動かし方を発見する（w）＊

C
O
MB
I
N
A
T
I
O
N

記

憶

描
画

7

8

9
10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

小鈴と瓶（小鈴を瓶へ出入）

積木とコップ（積木をコップヘ出入）

積
木
の

塔

ノ、

メ

板

入
れ
子

積木をつもうとする

積木の塔2以上

積木の塔3以上

円板出入

円板回転

ハメ板全

ハメ板回転

入れ子　2ケ

入れ子　3ケ

輪と棒

全体隠し

包みこむ

2ケのコップ

3ケのコップ

例示前になぐりがき

円錯画

＊はPiagetの感覚運動知能の段階を示す

輪なげ以外は新版K式発達検査の項目で，実施方法は1鳴
　　　　　　　　　　注ユ
津ら（1980）にしたがった。

　事物操作活動　食事（コップ，皿，スプーソ，フォー

ク，玩具の果物，哺乳びん），身づくろい（鏡，ブラシ，

くし，歯ブラシ，玩具の化粧品），入浴（オケ，石げん

箱，スポソジ，タオル）の道具，遊具と6c刎旦の動物の

絵が描かれているツミキ6ケ，2c刎豆の赤いツミキ10

ケ，ひもつきトラック，ボール大小，人形と人形の衣

服，ぬいぐるみのパソダ，ゴム製動物人形，ガラガラ大

小を提示し，実験者と自由に最低15分間遊ぶ。全場面が

VTR録画された。

　記録は記録者が肥田野ら（1980），目笠ら（1981）を

参考に作成したカテゴリー（TABLE2）の印刷してあ

るチェヅクリストヘ15秒毎に記入した。記録の不備はV

T　R再生により修正，補完された。TABLE2に示さ

れたカテゴリーは，実験場面で提示された事物を被験児

注1．因果性，入れ子，記憶は後から検査にいれたため25名に対してだ

　け実施した。
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TABLE2 事物操作活動のチュックリスト

カ　テ　ゴ　リ

非用途行動

用

途

行

動

○項

1項

人
形行
有
意動
味

1項

2項

3項

象徴行動

その他

口・物

手・物

物の機能

2つの物

　凹凸

　物一行為

物一行為→大人

自分→人形

人形一行為

人形一物一行為

みたて

想定

把握・物

探索・物

リーチング

内 容

物・指を口へいれる，なめる

物をふりまわす

物の機能に依存する有局味行動（かがみをみる）

2つの物を関係プける（積木をコップヘ出入）

凹凸をなす対の関係づけ（口甫乳びんのフタをあけしめ）

行為が象徴されている（ブラシでかみをとかす）

大人に対する行動（大人のかみをブラシでとかす）

人形を扱う行動（人形をだく）

人形・行為が象徴されている（人形に哺乳びんをあげる）

人形・物・行為が象徴されている（人形にコップからツミキをすくいたべさせる）

対象物をそれとは異なる物としてみたてる

現存しない事物・事象を表象的に想定する

物をつかむ，もつ，わたす，みせる

物をいじる

物へ手をのばそうとする

がどのように用いたかの観点から，大きく非用途，用

途，人形有意味，象徴行動にわげ，さらにその行動を構

成する事物一人一行為のうちいくつの項が象徴されてい

るかという観点からO項，1項，2項，3項にわけた。

いくつかの行動が15秒以内に生起した場合は高次のカテ

ゴリーを採用した。

　コミュニケーション行動にっいての質問紙　言語メジ

ャーの資料を得るため，保育園を通じ母親へことぱと認

知の発達についての質問紙を依頼した。本研究に関係す

る項目の概略は，以下の通りである。

　①P01nt1ng，Showmg，G1vmgの有無とそれに伴う

音声の有無と内容

　②要求，拒否の際の表現手段

　⑧伝達意図の明瞭な音声，一語発話，二語発話，三語

発話，コレ，アレ，アッチの代名詞の有無，発すること

ぱの内容とその意味，語彙数

　母親への質問紙からの資料の他に，事物操作活動，認

知課題での身振り，音声，ことぱと，保母からの聴取も

参考とした。

　分析方法　認知課題は各項目について可1点，不可O

点とした。

　事物操作活動はTABLE2の各カテゴリー，及び1

項（用途1項十人形1項），総象徴（人形2項十人形3

項十象徴行動）について，全行動単位数60からその他の

行動の生起数をひいた行動総数に対する出現率を算出し

た。VT　R再生による2名の評定老の11名の子どもにつ

いての各カテゴリーへのチェックの一致度は87．7％であ

った。一致度は各児について2名の評定者の一致したチ

ェック数を行動総数でわったものを算出し，11名の平均

をもとめた。ここで報告する資料は筆者がカテゴリー分

類したのを使用した。また各カテゴリーの行動が1回以

上生起した時1，生起しなかった時0，2回以上生起し

た時1，それ以下の時Oとした得点化も行った。

　コミュニケーショソ行動については，ある事物，事象

に対して一定の音声が使用され，その音声が日本語の中

にあるものをことぱとし，以下にのべる4期を設定した。

　I期　Showing，Giving，要求・知っているものへの

Pointingがあり，伝達意図の明瞭た音声を発するが，

ことははない。この期を印』言語期とよぶ。

　1皿期　さきにのべたBates　et　a1（1977）のいう半指

示語，指示語がマソマ以外に4以下ある。ハイ，ネソネ

なと動作に伴うことはが主である。この期を　語発話出

現期とよぶ。

　皿期　事物，事象をあらわすことぱが5以上10以下あ

るOワソワソ，タイタイ，イタイ，コレ，ココ，　トータ

ソのように指示する対象がはっきりしてくる。この期を

一語発話増大期とよぶ。

　IV期　事物，事象をあらわすことぱが11以上あるが二

語発話はない。この期を　語発話定着期とよぶ。

　一語発話出現，一語発話増大，一語発話定着について

各時期に現在いる，あるいはすでにその期を通過してい

る時1点，まだその時期に一達していない時O点と得点化

した。

sokyu
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結果　と　考察

　I～IVの各言語発達期に分類された被験児の人数，平

均月令，月令範囲はTABLE3の通りである。

TABLE3被験児の内訳
言語発達期1・1平均月令・・月令範囲

I前言語期711．6　1．5110－14
1I　一語発話出現期　　9

皿　一語発話増大期　10

1V　一語発話定着期　　9

13．4　　　1．01　　12－15

16．9　　　　1．73　　　15－20

18．3　　　　1．96　　　16－21

　三宅（1983）は，言語一コミュニケーショソ領域の1

　0～1：6の発達課題の1つとして語彙3語，1：6

～1：9の発達課題として語彙10語をあげている。本研

究の結果で，語彙4以内（一語発話出現）の子どもの年

令は1　O～1　3，語彙5～10（一証発話増大）は1

　3～1：8，語彙11以上（一語発話定着）は，1：4

～1：9で，三宅が発達課題として設定した年令とほぼ

一致している。しかし前田（1982）の3名の子どもの毎

目の発した語彙の記録と7名の子どもの母親への月1回

の調査からの語彙発達についての研究では，11ヵ月ごろ

からマソマ，イダイイダイ，ネソネなどが出現し，13～

14ヵ月で動物，動くもの，食物，動作，感覚，存在など

の分野の語が10語に達している。約20語に一なる時期は1

才3ヵ月ごろ，約50語になる時期は1才5ヵ月から1才

6ヵ月であるとしている。前回の研究は語彙量の累計で

ある。一語発話の時期は一度使用された語が必ずしも定

着するわけでなく，累計を使用したことは語彙数の過大

評価を生じさせていると考えられる。語彙数について

は，個人差の他に資料収集の方法の違いにより結果は異

ってくる。

　次に言語メジャーと認知メジャーの関係をみていく。

一証発話出現，一証発話増大，一語発話定着についての

各々の得点と各認知課題の得点，事物操作活動の各カテ

ゴリーの出現率，及び生起の有無との月令を一定にした
　　　　　　　　　　　　　　　　注2
時の偏相関係数を算出し，有意な偏相関のあった項目を

TABLE4－6に示した。事物操作活動の各期毎の出現

率の平均，及びF検定の結果をTABLE7に示した。

目的達成1V，因果性1V，積木とコップの課題はここでの

被験児はすべて通過していたので偏相関係数は算出され

たかった。

　一語発話出現と正の有意な偏相関のあった項目は，包

注2．本研究の計算は京大型計算機センターのspssを利用した。

TABLE4一語発話出現と有意な偏相関のある
　　　　　認知課題・事物操作活動

認　知　課　題

包みこむ

円板出入

入れ子　2ケ

積木をつもうとする

目的達成V段階
ハメ板　全

入れ子　3ケ

用途行動（％）

用途O項（％）

非用途行動（％）

人形存冒味行動（繋）

総象徴（鷲・）

rXY・Z

　．770

　，417

　，394

　，323

　，310

一．399

一．360

　，623

　，378

一．584

一．416

一．296

＊p＜．05　＊＊p＜．01　＊＊＊p＜：1．001

P
＊　＊　＊

＊　　＊

＊

＊

＊

＊　　＊

　＊

＊　＊

　＊

＊　＊

＊　　＊

＊

TABLE5一語発話増大と有意な偏相関のある
　　　　　認知課題・事物操作活動

＊

＊

認知課題 rXY・Z P
棒への輸の出入 ．371 ＊

小鈴を瓶へ出入 ．297 ＊

積木をつもうとする 一．369 ＊

ハメ板・全 一．303 ＊

用途1項（頻度2有無） ．495 ＊　＊　＊

1項（％） ．439 ＊　　＊

用途1項（％） ．416 ＊　　＊

1項（頻度2有無） ．400 ＊　　＊

TABLE6一語発話定着と有意な偏相関のある
　　　　　認知課題・事物操作活動

認知課題 1 rXY・Z P
3ケのコップ ．553 ＊　　＊

積木の塔3以上 ．543 ＊　＊　＊

積木の塔2以上 ．344 ＊

円錯画 ．294 ＊

因果性VI段階 一．412 ＊

人形有意味2項（％） ．405 ＊　　＊

総象徴（％） ．349 ＊

象徴行動（％） ．296 ＊

みこむ（記憶），円板出入，入れ子2ケ，積木をつもう

とする（cOmbmator1a1課題），事物を得るために紐

を用いる（目的達成V段階），事物操作活動での用途行

動，用途O項の出現率である。ハメ板全，入れ子3ケ，



32 初期言語発達と認知発達の関係

事物操作活動での非用途行動の出現率，人形有意味行

動，総象徴の頻度1以上の有無と有意な負の偏相関があ

った。事物操作活動の出現率の平均値でI期とn期の間

に有意差のあったカテゴリーは非用途行動の減少，用途

行動，用途O項の増加である。円板出入，入れ子2ケは

一証発話出現以前でも可能な子とももいるが出現期は1

名をのぞいてすべての子どもが可であった。包みこむは

出現以前はすへて不可であったが出現以後は1名を除い

てすべて可であった。目的達成V段階は一語発話出現と

有意な偏相関があったが，出現期は9名中4名は段階V

に達していなかった。増大期はすべてV段階であった。

因果性も増大期では1名をのぞいてすべてV段階であっ

た。積木をつもうとするは出現以前の3名も可である。

出現期はすべて可であるが，増大期の3名は積木をつも

うとしなかった。積木つみは子どもの課題へのモチベー

ショソに非常に左右されていた。

　以上から，指さし可能な前言語期から容れるもの（大

きい容器，円孔等）と容れられるもの（小さい容器，円

板等）の事物問の関係の認知ができはじめ，一語発話出

現期では完全となる。出現と最も偏相関の高かった包み

こむは，布に包まれた玩具を記憶しているという点で事

物の永続性と，玩具を手に入れるために布をあけるとい

う点で目的達成の要素が入った課題である。布の中に玩

具が隠されていてそれをとり出すには布を開いたらよい

という布と玩具の関係をみとおす能力が必要である。因

果性，目的達成V段階は，目的達成するために手段とし

て事物，人の媒介物に気づきそれを使用することができ

るようになることである。事物操作活動で有意な偏相関

のあったのは用途行動，用途0項であり，一語発話出現

期で出現率が有意に増大している。用途O項はツミキを

コップヘ出入する，鏡をみる，ガラガラをふるといった

行動で，既得の感覚運動的行動を対象物に適用した結

果，対象物の性質や慣用的な用途にあっていたというも

のである。一語発話出現は既得の感覚運動的な哺語に意

味が付与され，伝達手段として使われている。音声一意

味の対関係が成立してきている。認知面で容れものと容

れるもの，目的達成と手段という事物問の対関係の認識

が成立している。一語発話の出現には対関係を認識する

能力が密接に関係している。

　指示対象の明確なことぱが出現し，数が5以上10以下

ある一語発話増大と正の有意な偏相関のあった課題は，

棒への輸の出入，小鈴を瓶へ出入，事物操作活動での用

途1項，1項の出現率及び頻度2以上の有無である。ま

た積木をつもうとする，ハメ板全と負の有意な偏相関が

あった。事物操作活動の出現率で一語発話出現期にくら

べ，非用途行動の減少，人形有意味行動，用途1項，人

形1項，1項の有意な増加があった。

　一語発話出現では哺語から意味づけされた，主に行動

に伴うことぱであったが，一語発話増大ではワソワソ，

タイタイなど音声が指示対象をあらわすようになり，音

声に一定の慣用的な意味が付与されるようにたった。有

意な偏相関のあった事物操作活動での1項は，くしで髪

をとかす，人形を抱くといった行動で，事物の用途を認

知し，用途にあわせ事物を操作する点で行為の1項が象

徴されている。小鈴の瓶への出入，輸の棒への出入は，

深さ，高さを伴った限定された目標物とそれの対の関係

を認知し，出入することで，円板出入や入れ子2ケにく

らべ，より明確な事物問の認知が必要である。言語面で

TABLE7 各言語発達期における事物操作活動の各カテゴリーの出現率

＼　　　　　期 I期（N＝7） 1皿期（N＝9） 皿期（N＝10） IV一期（N＝9） 対検定・
X
　
S
D
　
，

一X　　（SD） □X　　（SD） 一X　　（SD） 一X　　（SD）
F（3，31）

カテゴリー I－n 皿一皿 皿一w

非用途行動 60．O　（14．7） 29．6　（15．1） 13．1　（11．3） 5．4　（4．6） 31．9＊＊＊ ＊．＊＊ ＊＊

用途行動 39．2　（15．3） 71．6　（16．8） 78．9　（8．1） 77．1　（13．8） 14．O＊＊＊ ＊＊＊

人形有意味行動 O．7　（1．4） O　（　O） 6．3　（6．9） 10．1　（8．4） 6．O＊＊ ＊

象徴行動 O　（　O） 0　（　O） 1．7　（3．5） 6．9　（9．2） 3．6＊ ＊

用途　　O項 36．4　（12．9） 61．7　（27．7） 57．7　（15．2） 60．8　（22．2） 2．5 ＊

用途　　1項 2．8　（3．8） 3．7　（5．3） 21．2　（15．0） 16．3　（10．4） 7．2＊＊＊ ＊＊＊

人形　　1項 O．8　（1．4） O　（　O） 5．3　（6．5） 4．2（4．5） 3．4＊ ＊＊

人形　　2項 O　（　O） O　（　O） O．6　（1．O） 2．2　（1．7） 8．8＊＊＊ ＊＊

人形　　3項 O　（　O） O　（　O） O．4　（1．2） 3．6　（8．3） 1．5

1　項 3．6　（3．8） 3．7　（5．3） 26．5　（15．O） 20．6　（12．1） 10．8＊＊＊ ＊＊＊

総　　象　　徴 O　（　O） O　（　O） 2．5　（4．6） 12．7（15．9） 4．5＊＊ ＊

皿一w

＊p＜．05，　＊＊pく＝．01，　＊＊＊p＜．001
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音声に慣用的な意味を付与し，環境のより分化した側面

をさす語彙の学習がなされ語彙の増加がなされること

は，認知面で事物に対し用途にあった意味を付与し，よ

り明確た事物問の認識が可能になることと共通の機能が

関与していることを予想させる。この時期に音声や事物

の意味を知り，voca1symbo1sと　gestura1symbo1s

を獲得しはじめる。

　語彙数が11以上になり一語発話が定着することと，積

木の塔2以上，積木の塔3以上，3ケのコップの1つに

隠された玩具を5秒問目前で衝立で遮蔽された後，捜し

出す，円錯画，事物操作活動での象徴行動，人形2項，

総象徴の出現率と有意な正の偏相関がある。事物操作活

動の出現率の平均で皿期にくらべ1V期に有意に出現率が

増加しているカテゴリーは象徴行動，人形2項，総象徴

である。一方，因果性W段階と負の有意な偏相関があっ

た。一語発話定着と有意な偏相関のあった事物操f乍活動

は事物を他のものにみたてたり，ないものを想定した

り，人形をつかった象徴遊びや3ケのコップ，円錯画

で，心像を保持したり，頭の中に現前にない事物，事象

の心像をおもいおこすことが必要な課題である。一語発

話の定着は事物，事象をあらわす語彙が11以上あること

で，子どもは各音声があらわす事物，事象の心像を喚起

できる。言語と認識の両面で0gden　and　R1chards（

1930）のいう象徴一事象の三角形が成立したといえる。
　　　　　　　＼／
　　　　　　　表象

　以上，一語発話出現，増大，定着の言語メジャーと有

意な偏相関のあった認知課題があきらかにされた。本研

究の結果から，感覚運動知能の第何段階が言語の生産の

ある側面と関係しているとはいえない。目的達成のV段

階は一語発話出現と有意な偏相関があるが，因果性V段

階は有意でない。言語メジャーの特定の側面と認知の特

定の側面が関係しているといえる。このことはBates

et　a1（1979）の言語と認知は共通の構造的基礎をも

ち，認知の特定の領域が言語の特定の領域と特定の時期

に関連しているという1oca1homo1ogy　のモテルを支

持するかもしれない。支持するかもしれないとしたの

は，有意な偏相関からは，共通の機能が関与しているこ

とは予測できるが，共通の構造的基礎をもつということ

まで推測できないからである。

　初期言語と認知に関する内外の研究にてらして本研究

の結果を検討してみる。

　Bates　et　a1（1977）は身振り遂行に必要な認知条件

は，Piagetの感覚運動知能の段階Vで特に因果性と目

的達成であるとしている。Bates　et　a1のいう身振りは

Showmg，G1vmg，Commun1cat1▽e　Pomtmg　であ
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る。本研究では肩1」言語期の身振りでのコミュニケー：■ヨ

ソを行う7名のうち6名は目的達成IV段階，因果性はす

べて1V段階である。目的達成V段階，因果性V段階とも

一語発話出現期に可能になりつつある課題でBates　et

a1の結果とは一致していない。Harding　and　Go1in－

koff（1979）は発声行動を他の人の行動に影響を与え

るために用いる意図的発声には因果性V段階の能力が必

要であるとしている。本研究では因果性V段階と有意な

偏相関の言語メジャーはたかったが，大人を媒介にして

目的を達成することは音声を手段として人を動かし目的

達成することと共通しており，杜会的相互作用の能力を

含む因果性V段階は言語の発生と密接な関係があると考

えられ，今後の検討が必要である。またBates　et　a1

は単語の指示的使用が象徴遊び，ふり，延滞模傲，いな

い人への記憶，目にみえない配置を追う能力を含む

Piagetの感覚運動知能の第W段階とともに生ずるとし

ている。本研究では単語の指示的使用は一語発話増大期

からである。人形2項，3項，象徴行動は増大期から出

現している。一語発話定着期には出現率が増大し，心像

が関与した課題との偏相関があり，Bates　et　a1のいう

感覚運動知能の第VI段階の特徴としての表象することと

単語の指示的使用は密接に関係がある。しかし第W段階

の因果性と一語発話定着は負の有意な偏相関となってお

り，感覚運動知能の第VI段階のある側面だけが関係があ

るといえようO

　事物の永続性の発達は表象の発生と相即不離の関係に

あると考えられ（田中，1982），初期言語獲得との関係に

ついて沢山の研究がなされてきた。しかし認知課題，言

語能力の評価の基準が研究により異なり，必ずしも一致

した見解が得られていない（Corrigan，1979）。本研究

の記憶の課題は事物の永続性の課題に類似している。

青，赤2つのコップの青の下に玩具を隠し，伏せて，玩

具をいれたままコップの位置をかえる2ケのコップの課

題は，玩具の移動をコップの移動を通し子どもは見て

いるが直接に玩具はみえないのでCorrigan（1977）の

使用した課題のW段階への移行の課題と類似している。

3ケのコップの課題は，隠された玩具の位置を5秒間記

憶しているので表象が関与しており，段階VIの課題と考

えられる。2ケのコップと言語メジャーとの有意な偏相

関はみられなかった。3ケのコソプと一語発話定着との

有意な偏相関があった。Corr1gan　（1977）は間題のと

ころで触れたように，事物の永続性のVI段階のはじまり

と一語発話の初出が対応していることを報告している

が，本研究では一語発話の初出では事物の永続性はw段

階に達していない。事物の永続性の各段階の課題を吟味
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し今後の検討が必要である。

　象徴遊びと言語の関係については，さきにのべた

Bateseta1（1979）が9～13ヵ月でコミミュニカティ

ブメジャーとの相関が高かったことを報告しているが，

13ヵ月では象徴遊びの出現率は低い。本研究の結果で，

13ヵ月までの子どもでは，事物操作活動で象徴水準の1

項がわずかに出現しているにすぎず，何かを他のものに

みたてたり想定したりする象徴遊びはみられたい。象徴

遊びと言語の関係を間題にするには日笠（1983）の指摘

するように象徴遊びの本格化する1才後半以降まで扱っ

ていく必要がある。Nic01ich（1981）は遊びと言語発達

は，両方とも底にある象徴能力の発達を反映し，平行し

て発達することを予想し，Piagetのシークエソスに基

づき設定した象徴遊びの構造的変化と言語の構造的発達

との対応を推測している。それによると慣用的身振りを

行う前象徴ンエマのレヘル1と，指示語以前の行為と結

びついた，一貫した音声パターソで願望や関心を伝達し

たり，「手をたたいて」のような言語での要求に身振り

で反応することができる言語発達のレベルと対応してい

た。次の段階の食べるふりなど自已に関わる活動を行う

自動象徴的シエマのレベル2では指示語が出現する。意

味と意味をs1gn1fyする手段との問の分離のはじまり

を示している。その次の段階は自已から脱中心化し他者

が関係する活動を伴う単一シニマのゲームのレベル3で

人形や他の事物を参加者として遊びに加える。このよう

な遊ぴは世界をより分化して認識していることが示され

ている。言語面ではよりダイナミヅクな側面をさす語（

more，a11gOne）や身体の部分，衣服など分化した語

彙の獲得がなされる。次の段階は1つのシェマを一連の

受げ手に適用したり，多シエマを組みあわせた複合的象

徴ゲーム（Combmator1a1Symbo11c　Games）のレヘ

ル4である。言語面では語結合が出現する。言語と遊ひ

の両方の領域で系列的な行動の発達がみられる。レベル

5は遂行に先行し，ふり行動を計画する意図や内的な心

的プラソが関係し遊びの構造は階層的である。言語面で

はルールにもとづいた階層的な発話が生じる。本研究で

は事物操作活動で象徴遊びをみているがカテゴリー分類

がNico1ichの研究と異なっているため比較できる部分

についてのみ検討してみる。Nico1ichのレベル2では

レベル1で事物に対し感覚運動的意味を付与したことを

遊びの中で用いる。本研究では用途1項がレベル1とレ

ベル2を含んでいる。用途1項はTABLE7をみると
I期，1I蜘こわずかに．みられ，指示語の出現する皿期に

有意に出現率が増加している。用途1項と指示語の増大

とは対応しておりNico1ichのレベル2と指示語の出現

の対応と一致している。人形や動物を遊びに参加させる

人形有意味行動はレベル3の行動に対応している。

TABLE7で人形有意味行動は皿期，1V期の一語発話

増大，定着に対応しており，Nico1ichの分化した語彙

の獲得とレベル3の対応と一致している。本研究ではシ

エマの系列については分析しなかったのでレベル4，5

については今後検討していきたい。

　日笠ら（1981）は9ヵ月から28ケ月の5児の資料をも

とに1項の行動レパートリーの急増期または1項の象徴

行動を人に対して使用する時期に一語文が出現する。人

形2項は一語文定着に先行し，物2項（本研究では象徴

行動とした）が一語文定着・文節文出現期とほぼ同時に

出現していることを報告している。一語文定着など彼女

らの言語メジャーの内容の詳細はあきらかでないが，本

研究での一語発話増大と1項の有意な偏相関，人形2項

の一語発話増大での初出と，一証発話定着との有意な偏

相関，象徴行動と一語発話定着との有意な偏相関，一語

発話定着での有意な出現率の増大の結果とほぼ一致して

いる。

　事物操作活動は本研究で間題としたすべてのカテゴリ

ーが一語発話出現，増大，定着のいずれかの言語メジャ

ーと有意な偏相関があり一語発話全体の発達と密接にむ

すびついている。言語と認識の両領域の底によこたわる

象徴機能の発達を反映し，事物，音声への意味づけが平

行して発達していくと考えられる。

　本研究においては言語生産の一語発話だけ間題にした

カ㍉言語理解と認知の関係についてはM11Ier　et　a1（

1980）やChapman　（1981）の研究がある。今後は言

語理解の側面や　証発話を子ともがとのような機能に使

用しているか等，言語行動の評価の側面と認知課題の内

容についての吟味を行い研究をすすめていきたい。なお

本研究と同様の課題で8ヵ月から21ヵ月まで3週問問隔

で2児を縦断観察し，初期言語発達と認知発達の対応を

みた結果は，本研究の結果とほぼ一致していた（小椋，

1983）。

　健常児の研究から得られた知見をもとに，ことばので

ない子どもへの指導プログラムを作成，実施し，言語獲

得を規定している要因をあきらかにしていくのが今後の

課題である。

要　　　約

　初期言語と認知の問の関係をあきらかにするために10

～21ヵ月の35名の保育園児の一語発話の発達と有意な偏

相関のある認知課題をあきらかにした。



小　　椋

　言語メジャーは，主に母親への質間紙からあきらかに

した語彙の数と内容で4期　　即』言語期（身振りでのや

りとりがあり，伝達意図の明瞭な音声を発するが一語発

話はない），一誼発話出現期（半指示語や指示語が4以

下），一語発話増大期（指示語が5以上10以下），一語発

話定着期（指示語が11以上あるが二語発話はない）

を設定した。一語発話出現，増大，定着について各時期

に現在いる，あるいはすでにその期を通過している時1

点，まだその時期に達していない時0点と得点化した。

　認知メソヤーは，目的達成，因果性一M111er　et　a1

（1980）の使用した課題　　，2つ以上の事物間の関係認

識をみたcombinatiOn課題，記憶，描画，事物操f乍活

動である。事物操作活動は15分問の実験者との遊びの中

で被験児がどのように事物を用いたカ㍉何が象徴されて

いるかの観点から15秒毎に行動をカテゴリー分類し，各

カテゴリーの生起率を算出した。また生起の有無を1

点，0点と得点化した。他の認知課題は各項目が達成さ

れた時1点，達成されなかった時O点とした。

　一語発話出現，一語発証増大，一語発話定着と各認知

メジャーとの月令を一定にした時の偏相関係数を算出し

た。

　一語発話出現と有意な偏相関があった課題は目的達成

の感覚運動V段階，子どもが布に包まれた玩具を発見す

る記憶課題，事物の関係を認識し，2つの対になった物

を結びつげるcombination課題，既得の感覚運動シエ

マを事物に適用した結果，その事物の性質にかなってい

た用途行動であった。

　一証発話増大と有意な偏相関のあった課題は環境を詳

細に分化して認知することと，新しいシエマを事物の用

途に従い適用し事物を操作する活動の増大であった。こ

の一語発話増大期に子ともは音声や事物の意味を知り，

voca1symbo1sとgestura1symb01sを獲得しはじめ
た。

　一語発話定着と有意た偏相関のある認知課題は積木で

塔をつくる，円錯画，3ケのコップの中の1つに隠され

た玩具の位置を5秒間衝立で隠されても記憶している課

題，事物操作活動での象徴遊びであった。これらの課題

を遂行したり，指示語を生産するには過去の心像を保持

し，それを事物，事象が現前になくても喚起する表象能

力が必要である。

　これらの結果からBates　et　a1（1979）が提起してい

る，言語と認知は共通の構造的基礎をもち，言語の特定

の領域が認知の特定の領域と特定の時期に一関連している

という10ca1homo1ogyの考えが支持されるかもしれ

ない。今後の検討が必要である。

たみ子
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